隠された姫路：排水用瓦
頻繁に豪雨が降る国では、木造建築を乾燥した状態に保ち、腐敗を防ぐ工夫が必要である。これらの瓦は雨水を建物の脇からできるだけ遠くに方向を変えるように設計されている。溝は、先端近くの低い部分に切り込まれ、またそれらの端の部分は尖っていて少し上に突き出ていて、外に向かって飛び出る細い水の流れを生み出している。その設計は古代に韓国から日本に導入されたと考えられている。
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